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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 答 弁 者

行財政運営 今後４年間の市政運営について

　今後４年間の市政運営とまちづくりを進められていく中で、少子化対策、福祉の向上、人口減少対策、企業誘
致、地域産業の活性化、市民協働、行財政改革など幅広い施策を具体的なビジョンをもって進めていく必要が
ある。それらの財源となる地方交付金も踏まえて財政収支を考え、財源の効果的な使い方と市民サービスの維
持と向上も含めて市政運営を取り計らう必要がある。
　その中で、今後4年間の人口減少対策、地域産業の活性化、企業誘致、少子化対策、福祉の向上、定住促進
も含めたまちづくりの環境整備、行財政改革、財源、広域連携も含め、市政運営について伺う。

法令 コンプライアンスについて

　時代に即した条例や法改正が進む中、コンプライアンスについても合併当初と比べ、世間の注目は、非常に
高くなってきている。市長は南丹市人権を尊重し多様性を認め合うまちづくり条例をはじめ、人権やコンプライア
ンスについての研修などを進め、市役所内で意識改革に努められていると理解している。今後は、市役所内だ
けでなく、指定管理先である事業者についても意識改革を改め、指導していく必要があると考える。　
　直近では、道の駅にて選挙関連に関わるコンプライアンス違反の事案が発生しており、意識改革や販売委託
契約を結ぶ複数の業者が安心して取引できる環境整備と安定的な雇用、そして市民や道の駅を利用される人
達への信頼回復が急務と考える。指定管理先も含め、法令順守であるコンプライアンス向上に向けた市の見解
を伺う。

①　京都中部総合医療センターは、令和7年度を目途に新病棟を開設する計画が公表された。八木駅東口の本
館と第一病棟の機能を八木駅西口の第二病棟周辺に新病棟を建設する計画であるが、この計画に至るまでの
経過と現状の基本構想を伺う。

②　新病棟建設、用地取得費、設計監理費、周辺整備費、医療機器等整備費及び既存の本館と第一病棟の解
体費等の概算事業費は約152億円と公表されたが、本市の負担金の有無を含めた事業費の財源と事業収支予
測について伺う。

③　本来、住宅地として供されるべき区画整理用地が、病院用地として利用される事は、本市の最重要課題で
ある人口減少対策に影響があるように感じる。当初の八木駅西口区画整理事業の計画人口との差異を含めて
所見を伺う。

④　本館と第一病棟を解体した跡地活用は、八木駅東口周辺整備と含めて一体で計画する必要がある。国道9
号線に隣接し、八木駅にも至近である好立地な環境であり、周辺整備と一体で大きなビジョンが描けると思うが
所見を伺う。

①　本市には子ども達が集い遊ぶ大型遊具が設置されている公園が皆無である。本市の最重要課題である人
口減少対策には子育て環境整備が重要であり、子育て世代の保護者からの要望が多い大型遊具を設置した
公園整備を検討してはと考えるが所見を伺う。

②　最近は公園に「高齢者向け健康遊具」を設置している自治体が増えている。健康寿命を延ばしていただくた
めにも検討してはと考えるが所見を伺う。

①　人口減少対策について具体的にどう進めるのか。

②　６月補正予算での１番のポイントは何か。

③　行財政改革に基づくまちづくりの具体的な取り組みは。

①　地域猫に対する本市としての基本的な考え方は。

②　本来この件は保健所の管轄であると考えるが、本市として具体的に何か考えているのか。

③　猫の不妊手術（避妊、去勢）補助金制度を創設してはどうか。

①　ＡＥＤの本市における設置状況は。　

②　設置者と維持管理の状況は。

③　維持管理に係る経費の支援は。　

④　設置場所は現在、ほとんどが屋内になっているが、緊急の時にすぐに使用できる状態にあるのかどうか。

①　生活困窮者への支援について。

②　上記に関わって特に「生理の貧困」といわれる現象について。

③　特に、学校での女子トイレへの生理用品設置について。

①　 現在の市営住宅の入居状況、入居割合、居住年数などについて。

②　長期にわたる居住者への家賃引き下げ、払い下げなどについて。

① 　「行政のスリム化」の現状について。

② 　非正規職員の処遇にかかる正規化推進と賃金の引き上げについて。

①　 環境調査が進まない中であらためて計画の白紙撤回を求める。

②　 「並行在来線」となった場合の山陰線の減便、経営分離への態度について。

行政 副市長２人制について
　部長職より上という立場で設置されている参与を廃止し、副市長２人制にする方が組織的にもわかりやすく、
ガバナンスが強化されるのではと考え、市長の見解を伺う。

市　　　長

　本年２月末に発生した日吉町における断水事故について、問題点及び課題点並びに改善点を以下伺う。

　①　職員間の情報共有や議会への報告など事故発生時からの初動体制について。

　②　住民への情報伝達について。

　③　今回の事案を危機とはとらえていなかったのか。

　④　事案発生者との協議経過及び今後の対応について。

危機管理監及び危機管理対策室の職務権限について、今後の在り方も含めて伺う。

①　年齢や居住地域に限らず、必要な人に必要な公共交通手段が届いていないと感じるが、現状認識を伺う。

②　現在まで様々な調査などされてきたが、さらに市民に寄り添える地域交通網を考えなければならない。長野
県伊那市ではAIを活用した「ぐるっとタクシー」を運用されている。本市でも最新技術で住民課題を解決する手
段を検討するべきと考えるが見解を伺う。

①　保育所及び小中学校給食の食材について、南丹市産食材の使用率を金額ベースで伺う。

②　地産地消出来る仕組み作りと合わせて、市内で必要とされる食材を市内で生産する地消地産の仕組みも
必要だと考えるが見解を伺う。

行政 中心市街地活性化について 中心市街地の活性化について、現状の認識と将来像を伺う。 市 長

①　2月の日吉町河川汚染による殿田浄水場断水時の情報伝達不備により住民が困惑する状況であった。ど
のようにとらえているか。

②　有事の際には担当部署のみの対応では不十分である。住民の立場に添った情報伝達の仕組みづくりが必
須である。今後の展開は。

③　4月の人事異動において、危機管理監に山内副市長が事務取扱として明記されているが、危機管理監はど
のような位置付けとなったのか。問題点はないのか。

①　令和３年４月から、指定管理者が市外民間企業の株式会社ケーエキスプレスとなった。地域の活性化と更
なる集客を目的に民間活力の導入をはかったわけであるが、１年を経過し成果はどうか。利用者の増加、営業
利益の現状は。

②　ダム建設に伴い、地域振興に寄与するための施設としての位置付けは達成されているか。従業員の雇用、
市内業者や農業者の参画は維持されているか。

③　当初のグランピング施設の計画は変更され新たなキャンプ形態が展開されているが、評価と今後は。

①　日吉ふるさと株式会社は令和３年４月以降どのような状況になっているか。

②　現状の課題と今後の方向性は。

令和４年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

活緑クラブ

　八木　信樹
　（一問一答）

質問予定日
　6月9日　
　午前10時～ 市　　　長

至誠会

　 村　好高
　（一問一答）

質問予定日
　6月9日　
　午前11時～

公共施設

京都中部総合医療センターの新病棟建設及び八木駅
東口周辺整備を含めた跡地活用について

市　　　長

担当部長

市民が集う公園整備について

まちづくり 再選を果たした、今後のまちづくりについて 市　　　長

衛生 地域猫（飼い主のいない猫）の今後の在り方について

危機管理 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の管理について

福祉・教育 貧困対策と「生理の貧困」について 市 長

教 育 長

担 当 部 長
過疎対策 定住促進に向けた市営住宅の活用について

行政組織 市職員の待遇について

市　　　長

まちづくり 新幹線延伸について

危機管理 本市の危機管理体制について

担 当 部 長

危 機
管 理 監

公共交通 地域交通の将来について

市 長

担 当 部 長
環境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
農業　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育

食の地産地消について

危機管理 防災

地域振興

スプリングスひよしについて

日吉ふるさと株式会社について

公明党

　木戸　德吉
　（一問一答）

質問予定日
　6月9日
　午後1時～

市　　　長

担当部長

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　河野　啓介
　（一問一答）

質問予定日
　6月9日
　午後２時～

新風会

　塩貝　孝之
　（一問一答）

質問予定日
　6月9日
　午後3時～

つなぐ

　吉田　尋子
　（一問一答）　

質問予定日
　6月9日
　午後4時～

市 長

担 当 部 長
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①　籾殻固形燃料に対する市長の認識を伺う。

②　災害時においてライフラインが使えなくなった時に必要な備蓄品は揃っているか。

③　過去3年間の大雪によるビニールハウスの倒壊件数は。

④　各施設内での固形燃料ストーブの活用は可能であるか。

①　燃料費、維持管理の高騰により堆肥について値上げをする考えは。

②　八木バイオエコロジーセンターは日本で最初のメタン発酵施設でもあり、市民に知っていただくためにPRが
必要と考えるが、今後の展開や方向性を市長に伺う。

教育 学校給食について 地産地消として、本市全体での食材を供給出来る取り組みを行ってはどうかと考えるが、見解を伺う。
教 育 長
担 当 部 長

①　昨年から大幅に募集人数を増やされたが、今年度の登録者は何人か。

②　今後、自転車でも健幸ポイントを利用出来るよう検討されてはと考えるが、見解を伺う。

地域振興 周辺地域の活性化について
　周辺地域の各集落では、廃校になった施設の有効利用をしたり、独自で販売や交流施設を設置し、地域の特
色を生かした活性化に取り組まれている。より良い地域づくりのため、地域と市との絆づくりも含めた支援が必
要と考えるが、市としての見解を伺う。

農業の活性化とブランド戦略について 　基幹産業である農業の活性化と、ブランド戦略について伺う。

周辺地域の農地の維持と担い手について
　周辺地域では、高齢化や過疎化が進み農地や山林の維持管理が大きな問題となっている。担い手の確保や
育成に向けた支援が必要と考えるが、市としての見解を伺う。

道路河川 交通難所の改善について
　通院や日常生活、観光において交通難所の改善が必要と考える。そうした中で、園部能勢線大河内付近と竹
井室河原線カマカケ峠においての現状と今後の見解を伺う。

行政 2期目の市長の思いについて
　市長2期目の公約として、5つの基本方針にプラス項目を掲げられた。その中の、市民とつくる市民協働につい
て、どのような構想を描いておられるかお伺いする。

市　　　長

危機管理対策(集中豪雨対応)について
　近年、地球温暖化等による異常気象に伴う集中豪雨により、地球全体に毎年多くの豪雨災害が発生してい
る。これから、梅雨・台風の季節を迎えようとしているが、万が一の豪雨に対する、備え・対策・現状について本
市の見解をお伺いする。

危機管理対策(地震対応)について
　日本は、地震大国と言われていて過去多くの大地震が発生している。最近では、東日本大震災が発生して多
くの方々が被災された。また、関西地区では、阪神淡路大震災が発生した。本市でも、大地震に対し備えること
が大事と考えるが、見解をお伺いする。

農業 農業対策について

　農業就業人口の減少・高齢化等により、産業として農業が持続可能な瀬戸際にあると思われる。全国的にも、
農業経営体は、減少の一途をたどり、2020年2月現在で107万6000経営体。過去5年間で2割強の30万2000も
減った。また、社会情勢により、大幅な肥料の値上げ等があると聞いているが、農家の方々にとって大きな打撃
であると思われる。何か支援策が必要と考えるが本市の見解をお伺いする。

窓口業務 「お悔やみコーナー」の設置について
　家族が亡くなられた時の様々な手続きを「お悔やみコーナー」だけでワンストップでできるようにならないか、市
長の見解を伺う。

市　　　長

保健医療 低体重児向け母子健康手帳について
　妊娠時に配布される一般的な「母子健康手帳」は、国が定めた様式に基づき市町村が作成していて、妊娠期
から幼児期までの健康・成長を記録する大切なものであるが、低出生体重児が誕生した場合には、身長や体重
などの記録ができないことがある。「母子健康手帳」そのものの見直しが必要であると考えるが。

高齢福祉 高齢者運転免許証自主返納後の支援策について
　運転免許証を自主返納された高齢者の今後の生活支援をどのようにお考えか。市長の見解を伺う。（独居老
人、高齢者世帯、歩行困難な人の移動手段をどのようにするのか）

ＪＡ京都農協との関係性 市長選挙告示日、最終日の園部支店駐車場使用等について。

「自助・共助・公助」の姿勢について 自治体の長の任務は、公共の役割発揮に責任を負うこと。

戦争か平和か 馬渕睦夫氏の文化観光大使委嘱を解くよう求める。

①　市長として、消費税５％への減税を発信すべきである。

②　インボイス制度導入がもたらす市民への影響への認識は。

4.28文科省通知の趣旨を生かした学校給食対応 この際、学校給食費無償化に踏み切るべきである。

①　高齢者施設での頻回検査等の対応を具体化し市民の命を守る。

②　身近に検査が受けられる体制を南丹市に確立し、社会経済活動を支えていく。

①　農家をはじめ地域住民が参加し、農業用水路や農道及びため池等の維持管理を行うために、多面的機能
支払制度が活用されている。その取組意義や、本市における実施状況及び課題について伺う。

②　前年度からため池劣化状況調査が実施されている。現在の進捗状況と今後の対応について伺う。

①　既に実質化していると判断する区域以外について、前年度に実質化に向けての取組が進められた。その到
達状況について伺う。また農業委員会としての参画状況はどうであったか。

②　プランの作成により、担い手の明確化と農地の集積・集約が目指されることになるが、現在の担い手への集
積状況と今後の対応について伺う。

③　担い手の確保の手法として法人化の推進がある。簡単ではないが、今後法人化をどのように進めるかを伺
う。

農業振興のためのネットワーク強化
　行政委員会として農業委員会が設置されており、また総合的な農業振興策を審議する市農業振興推進協議
会も設けられている。これら機関等とも連携し、市として強力な農業施策推進体制を構築すべきと考えるが、所
見を伺う。

令和４年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

危機管理
環境・農業

籾殻固形燃料について

市　　　長

担当部長

八木バイオエコロジーセンターについて

福祉 健幸ポイントについて
市　　　長

担当部長

活緑クラブ

　下間　康広
　（一問一答）

質問予定日
　6月10日　
　午前11時～

市　　　長

担当部長

農業

活緑クラブ

　村山　好明
　（一問一答）

質問予定日
　6月10日　
　午後1時～

危機管理

市　　　長

担当部長

公明党

　平田　聖治
　（一問一答）

質問予定日
　6月10日
　午後２時～

市　　　長

担当部長

市長の市政執
行の基本姿勢

物価高騰・コロ
ナ禍から市民
の暮らしと経
営、いのちを守
る取り組みに
ついて

生活支援へは消費税5％減税が最も効果がある

1～2月のコロナ大規模感染拡大の教訓を生かす

新風会

　木村　裕
　（一問一答）

質問予定日
　6月10日
　午後4時～

農村地域の活
性化と農業振
興

農村地域を活性化する活動と農業用施設の維持管理

市　　　長

担当部長

京力農場プラン（人・農地プラン）の実質化と担い手の
育成

　堤　博明
　（一問一答）　

質問予定日
　6月10日
　午前10時～

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　小林　毅
　（一問一答）

質問予定日
　6月10日
　午後3時～

市　　　長
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①　市長は再選後、２期目の最大テーマは人口減少対策であると述べられ、宅地供給、JR吉富駅周辺の開発、
新たな工業団地の整備などに取り組むと述べられているが具体的な内容を伺う。

②　JR八木駅は本年3月29日、全面供用開始されたが、令和2年度から八木町住民や東口周辺整備促進協議
会員を対象にアンケートを実施された東口周辺整備の今後の事業計画について伺う。

教育 学ぶ力の育成と地域道徳について
　学習指導要領改訂の中で、新たな道徳教育が位置づけられた。本市において進められてきた「地域道徳」の
実践は、学校教育の本分である学ぶ力の育成と、どのような関連性があるか、どの程度効果があると評価され
ているか伺う。

教 育 長

道路 農業用道路について
　農業用道路園部八木線１工区（八木町氷所～神吉地内）は、土地改良法に基づく農道であるが、農業車より
路線バス、八木東小学校の通学バスなど一般車両が多く通行していると考える。道路法に基づく市道にする考
えはないか伺う。

市 長

担 当 部 長

土地改良施設の老朽化について
　土地改良施設の機能点検は定期的に行っているのか、また施設の老朽化はどの程度把握しているのかにつ
いて伺う。

①　多面的機能支払交付金において、施設の長寿命化のための活動についての協定数が少ないが、その点の
見解を伺う。

②　施設の予防保全という観点から多面的機能支払交付金を上手に利用していく必要があるが、地域に対する
積極的な発信、働きかけをすることは考えているか伺う。

①　コロナ禍を経験した後の、教職員のワークライフバランスや働き方改革の現状について伺う。

②　教職員の働き方に対する意識改革については、どのような点を重視しているか伺う。

子供たちに身に着けてほしいスキルについて 困ったときなど、子供たちは親や先生に相談するということができているのか、見解を伺う。

①　園部第二小学校の放課後児童クラブ「園部こすもす」の施設環境の現状と、それに対する認識は。

②　他の施設同様の施設環境の整備が必要と考えるがどうか。

交通安全対策 通学路の安全対策
　府道富田胡麻線の胡麻地内の広野踏切付近は、殿田中・胡麻郷小の通学路となっているが、歩道もなく、車
の離合も困難な箇所で、市の通学路の点検で、以前から危険箇所とされている。道路改良についての現状と課
題、実現に向けた見通しはどうか。

市 長
教 育 長

①　「南丹市太陽光発電施設の設置及び管理に関する条例」（以下「本条例」）が施行されて約２年半になるが、
条例施行後の運用状況（事前協議件数、届出件数、立入調査、指導・助言、命令、公表の各件数とその概要）
はどうか。

②　本条例制定の効果、課題に対する所見はどうか。

③　本条例施行前に設置された施設における本条例の規則で定める設置基準（特に安全性の確保）への対応
はどうか。

④　太陽光発電設備の廃棄等費用積立制度が始まるが、　この制度の概要は。

⑤　この制度に対する本条例の対応はどうか。

南丹市地域活性化への戦略について 「地域が活性化している」とはどのような状態であると考えますか。

①　[モノの循環] 地域内で、食材・エネルギーなど「モノ」の循環を促進するにはどのような施策があると考えま
すか。

②　[経済の循環１]　地域内で、経済の循環を促進する為にはどのような施策があると考えますか。

③　[経済の循環２]　地域通貨の有効性についてどのように考えますか。

④　[ヒトの循環]人の循環を促進する為にはどのような施策があると考えますか。

令和４年第２回南丹市議会６月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

質問要旨

つなぐ

　谷尻　宣雄
　（一問一答）　

質問予定日
　6月13日
　午前10時～

まちづくり 西村市政2期目のまちづくりについて

市　　　長

担当部長

活緑クラブ

　若井　睦巳
　（一問一答）

質問予定日
　6月13日　
　午前11時～

農林業
市　　　長

担当部長
老朽化対策について

教育

教職員の働き方改革について

教 育 長

児童健全育成
事業

放課後児童クラブの施設整備について
教 育 長

市 長

環境保全対策
「南丹市太陽光発電施設の設置及び管理に関する条
例」について

市　　　長

担当部長

　樋口　浩之
　（一問一答）　

質問予定日
　6月13日
　午後2時～ まちづくり 市　　　長

３つの循環（モノ・カネ・ヒト）について

つなぐ

　山下　秋則
　（一問一答）

質問予定日
　6月13日　
　午後1時～


